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             統計解析における地理情報の利用
                                    馬 場 康 維
 コンピュータの大容量化と処理速度の高速化に伴い，各種のデータが蓄積され，多くの変数の組合せ
や大量のデータによる統計分析が可能になってきたが，実際に種々の統計によるデータを組合せて使お
うとすると，データの結合が難しいという問題がしばしば起きる．
 社会現象を扱う統計解析では異なったソースのデータを結合して用いることがよく行なわれる．たと
えば，たんらかの指標としてある地域の人口当りの生徒数を用いたいときには，文部省の生徒数の統計
と総務庁の人口統計を用いる必要があるが，結合して用いるのは簡単ではない．こういった場合，地理
情報がデータ結合の有効た情報として活用できる．
 通常の統計情報のみならず様々た情報の蓄積がだされている．数値地理情報もその中の一つである．
近年の画像処理技術の普及には目覚しいものがあるが，官庁，民間を問わず，地図の利用が盛んになさ
れており，各種の数値地理情報が集積されている．たとえば，地形等の自然的条件，行政区画，道路，鉄
道，公共施設等を数値情報として持つ大規模なデータとして国土数値情報があり，河川や行政界等の位
置座標，公共施設や文化財の所在を表す位置座標，地図をメッシュに分割したときのメッシュコード等
のデータが蓄えられている．
 地理情報の利用形態として一般的なものは，その情報をもとにして地図を描くことや各種の地域属性
を地図上に表現することであろう．しかし，地理情報はもう一？の別の観点からの利用も可能である．
 たとえば，国土数値情報の3次メッシュにより日本の国土は約1km四方の小区画に分割される．とこ
ろで，地域の人口，学校数等，ある領域に属するデータはメッシュコードをIDとして持つ領域の属性と
考えることができる．また，学校等位置座標を持つものも，それが存在するメッシュを指定することに
